










水源確保の検討
　東京消防歌は、以前NHK朝ドラで放映された「エ
ール」の主人公古関裕而氏が作曲したものですが、
その歌には「水と機械と人による三位の粋の凝ると
ころ」という歌詞があります。福島第一原発3号機へ
の充水活動も、まさにこの三位が一体となって実施
されました。消防活動では、その装備、人員も大切
ですが、どのように水源を確保するかも重要で、常
にセットで検討されます。
　充水活動を検討する時に、まず目につくのは広大
な海です。原子力発電所の原子炉等に塩水を注水し
てしまって良いものか、私は作戦室を抜け出して原
子力関係の仕事に従事していた学友にこの点を問い
合わせました。塩水を使っては回復不能になるので
絶対に駄目との回答を得て、作戦計画では水源をど
こから取るかも検討しました。
　福島第一原発の敷地から2Kmほど離れた場所に、
瓢箪のような形をした貯水池を見つけました。そこ
で、この瓢箪池をサージタンクとして使って大量放
水し、放水して不足した水は付近の河川から何台も
消防ポンプ車を連ねて充水するという計画を立てて
いました。しかし、実際には海から海水を放水する
という方針を伝えられ大変驚いた記憶があります。
思うに、原子力事業者等の方は、地域の水を活用す
るという消防的発想はなかったのではないでしょう
か。尤も、その後の再利用は不可能でしたから海水
を使用して効率的に充水したことは間違っていなか
ったようです。

平素に備えることの難しさ
　消防車で放水するには、水源からポンプまで吸管
を通して水を汲み上げます。吸管内を真空にして水

を吸い上げるのですが、消防的にはこれが一番難し
い技術を要します。真空ポンプで吸管内の空気を抜
いている時に、少しでも漏気があると吸い上げてい
た水が落水してしまいます。スーパーポンパーは、
正式には遠距離大量送水システム(海水利用型消防水
利システム)といい、2Km先まで普通ポンプ車(B-2級)
約2台分の放水ができます。この車は、水中ポンプを
海の中に投入し、海水を圧送してスーパーポンプ―
に送ることでこの吸管内の真空を作らなくても送水
できるようになっています。
　放水する屈折式放水塔車とともに、大量送水する
スーパーポンパー等を装備しておいてくれたことが、
福島第一原発3号機燃料棒貯蔵プールへの充水作戦が
成功した最大要因です。しかし、平時にこれら高価
な装備を備えた部隊を整備することは、東京消防庁
でも大変であったと先輩方から聞いています。ハイ
パーレスキュー隊を整備するための人員増は認めら
れず、各署所の人員を削ってハイパーレスキュー隊
を構築したそうです。設立当初は、その必要性等を
理解してもらうことも難しく、幾多の困難を乗り越
えて準備しておいてくれたのです。東京消防庁の先
輩達の先見の明とご労苦に心から敬意を表します。
　新型コロナウィルス禍では、PCR検査が重要です
が、検査を一度にできる機器を日本のメーカーが開
発していても、国内では承認が難しく海外で使われ
ている。あるいは、エクモという重傷者対応の設備
があるにも関わらずこれを操作できる人員が足りな
い。というような話を聞くと大変残念です。感染症
は、今後も一定周期で発生すると言われます。
　私は、現職の時日本橋で勤務したことがあります。
この地域は日本有数の老舗が集まっています。老舗
というと伝統を大切にして変革をしない頑固な組織
のように思えますが、老舗こそ時代の先を読んで変
革し続けているのです。昔の老舗のご当主は、別荘
を作る時に、同時に日本橋の店舗と同じ材料をそこ
に蓄えておいたそうです。大火災や大地震等で店舗
が損壊した時には、他に先駆けて復旧して商売を継
続できたという話もよく聞きました。BCPやサステ
ィナブル等の言葉ができる前から、事業継続の実践
ができていたからこそ、今の老舗が永く存続してい
るのです。　　　　　　　　　　　（次号に続く）
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高校卒業式、“Ｉ君の革命”

　２、３月は受験の総仕上げ。フレー、フレー受験
生。桜が待つ入学式はすぐ目前だ。
　かくいう私の高校入学は１９６３年４月。今から
59年も前の昔。当時は高度成長経済の真っただ中。
受験戦争の嵐も吹き荒れだした。富山の県立高に通
ったが、成績至上主義の詰め込み授業がいやだった。
授業をさぼってよく映画館に行った。ぐれはしなか
ったが、充実感の薄い3年間を過ごした。
　だが、締めくくりの卒業式で、私の体に電気ショ
ックが走った。１９６６年３月。それは式の最後に
起きた。卒業生を代表してあいさつに立ったI君が、
高校の受験勉強至上主義を痛烈かつ明快に批判した
のだ。呆然とする校長や教員、ざわつく来賓。それ
を背に、言うべきことを吐露したI君は、悠然と自席
に戻った。
　最も効果的な場で、一番矛盾に感じていたことを、
躊躇（ちゅうちょ）なく実行する――I君の、たった
一人の反乱。灰色だった私の高校生活はこの瞬間、
総天然色に変った。

「Ｉ君だったら、どうするか」

　１９６６年春から私は東京の私立大学に通った。
学費値上げなどに反対、学生がバリケード・ストラ
イキに入り、講義が全くないまま夏休みになった。
当時の世情は、ベトナム戦争反対運動が高まり、１
９７０年の日米安保条約改定、沖縄の核抜き早期返
還、三里塚での国際空港建設強行などの政治課題も
続出。
　翌年10月8日の佐藤首相ベトナム訪問阻止デモ（第
一次羽田事件）で京大生が死亡した。以降、街頭デ
モが活発化。キャンパスも立て看板が林立、全共闘
のバリケード封鎖は各大学に拡大。新宿西口地下広
場では週末に反戦フォーク集会も。「国際反戦デー
（10月21日）」には世界の若者が連携。「68年世代」
の言葉も生まれた。反乱の声は世界にこだました。

　講義の出席日数が足りず、友人らが卒業するのを
横目に１年留年した。悔いは全くなかった。もちろ
ん迷いも悩みも多かったが、自問自答した。「こん
な時、Ｉ君だったらどうするか」。

様変わり大学キャンパス

　１９７１年春から私は新聞社に勤めた。東大に進
学していたＩ君。その後の消息は知らない。そもそ
も高校時代から1度も言葉は交わしていない。Ｉ君は
学業成績抜群。私と言えば、いわゆる落ちこぼれ組。
「先生らのお気に入り」と勝手に誤解していただけ
に、卒業式の反乱は、目から鱗（うろこ）の出来事
であり、彼の勇気が私の羅針盤となった。
　東海地方、富山、京都、福井、大阪など数年ごと
に転勤を繰り返し、記者を続けた。大学担当も経験
したが、バリケード封鎖は遠い昔の語り草。キャン
パス内の立て看板から政治的アジテーションが消え、
取材テーマは画期的研究やノーベル賞関連などの学
術紹介。２０００年代になると、こぎれいなカフェ
やレストランが学内に登場、目を見張らされた。
　さきごろ、母校の大学キャンパスを訪ねて驚かさ
れた。かつて母校は街と一体化、誰もが通り抜け自
由。子らがキャンパス内で遊んでいた。今は各出入
り口に施錠門と警備員が配備されていた。

トロツキーとゲバラ

　学生時代に人気があったのは、レオン・トロツキ
ーとチェ・ゲバラ。ブックバンドに彼らの書物をは
さんでいる友人もいた。
　そのゲバラはゲリラ闘争中の１９６７年10月９日、
アンデス山中でボリビア陸軍に射殺された。フィデ
ル・カストロらとともに、１９５９年１月のキュー
バ革命に参加。カストロは２月16日に新首相となっ
た。ゲバラはキューバを離れ、新たな闘争の旅に出
ていた。
　時代はさかのぼるが、レーニンの下でボルシェビ
キ革命をなし、その後スターリン時代にソ連を追わ
れたトロツキーは１９４０年８月21日、メキシコで
暗殺された。
　思い出の高校卒業式からはや56年。Ｉ君の反乱に
改めて敬意を表するため、本棚の奥からトロツキー
とゲバラの著書を取り出してひもときたい。

たった一人の反乱
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